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　南辺では，10～20㎝ごとの厚さで上から ４ 回に分け，その他の場所では １ ～ ３ 回に分け
て掘削した。南辺の埋土上半では，一段撫で面取り手法の土師器皿が出土し，下半でも同
様の小片が若干出土するが，生痕等による混入の可能性もあり，溝埋積の年代は確定でき























































　溝ＳＤ １ 　　ＳＤ １ はＡ区南辺の黒色土上面で検出した。しっかりしたＵ字形の東西溝






10～20㎝ごとに上から ６ 回に分けて掘削した。黒色土を埋土とする溝ＳＤ ２ 及び道路ＳＦ







　ＳＤ ２出土遺物（Ⅲ １ ～Ⅲ ５ ）　　Ⅲ １ ～Ⅲ ４ は土師器皿で，Ⅲ １ ・Ⅲ ４ は １ 段撫で手
法のＤ ３ 類とＤ ５ 類。Ⅲ ２・Ⅲ ３ は「て」字状口縁手法のＢ ３ 類。Ⅲ １・Ⅲ ４ はＳＤ ２ の上半，
Ⅲ ２ ・Ⅲ ３ はＳＤ ２ の下半から出土している。Ⅲ ５ は須恵器杯。
　ＳＸ １出土遺物（Ⅲ ６ ）　　Ⅲ ６ は陶器甕。上半部を欠損する。
　黒色土出土遺物（Ⅲ ７ ～Ⅲ16）　　Ⅲ ７ ～Ⅲ12は土師器皿。Ⅲ ７ ・Ⅲ ９ ・Ⅲ12は， １ 段


































Ⅲ97はＤ ４ 類，Ⅲ98はＤ ６ 類の土師器皿である。
　茶褐色土出土遺物（Ⅲ99～Ⅲ119）　　Ⅲ99は灰白色で土師質であるが，内外面に磨き
を施し，口縁部内面に浅い沈線が １ 条めぐる。Ⅲ100～Ⅲ104・Ⅲ106・Ⅲ107は土師器皿。



























































　ＳＰ３8出土遺物（Ⅲ124～Ⅲ132）　　Ⅲ124は １ 段撫で手法のＤ ４ 類，Ⅲ125～Ⅲ127は










































　集石ＳＸ 5～ 7 　　中心がほぼ1.8ｍ間隔で真東西の方向に並ぶＣ区北辺とＣ区西外の
集石である。灰褐色土掘削中に検出し，いずれも東西，南北とも50㎝前後の範囲に隅丸方
形状に花崗岩の割石を配置している。ＳＸ ６ は東側を攪乱に切られ，ＳＸ ５ は西側が調査





















　ＳＸ 9出土遺物（Ⅲ154）　　Ⅲ154はＤ ３ 類の土師器小皿。
Ｃ区の遺構と遺物
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　黒色土出土遺物（Ⅲ164～Ⅲ167）　　Ⅲ164・Ⅲ165はＣ ２ 類，Ⅲ166はＣ ３ 類，Ⅲ167は
Ｃ ４ 類の土師器皿。
　茶褐色土出土遺物（Ⅲ168～Ⅲ186）　　Ⅲ168～Ⅲ175は土師器杯・皿。Ⅲ168は「て」
字状口縁手法のＢ ３ 類，Ⅲ169はＢ ４ 類，Ⅲ170はＣ ３ 類，Ⅲ171はＤ ２ 類，Ⅲ172はＤ ３ 類，Ⅲ




























　溝ＳＤ 5 　　ＳＤ ５ は，Ｄ区南辺の黄褐色土上面で検出された東西溝である。埋土には，
茶褐色土の他，黒色土や黄褐色土も含む。幅 １ ｍ前後であり，検出面の標高は57.4ｍ，底
の標高は57.1ｍである。遺物は少ないが中世の土師器・陶器片を含む。















　不定形土坑ＳＸ ３ 　　ＳＸ ３ は，ＳＸ ２ に切られるその南にある不定形の土坑であり，
これと同様な砂取穴の可能性がある。ＳＸ ３ 南肩の一部はＳＥ １ 漆喰除去後黄褐色土上面
で検出した。検出面の標高は57.3ｍ，底の標高は56.2ｍである。底近くしか残存していな
かったこともあり出土遺物は少なく，13世紀のものが主体である。





















図１１5 褐色土出土遺物（Ⅲ206石鏃），ＳＫ １ 出土遺物（Ⅲ207・Ⅲ208土師器），ＳＸ ３ 出土遺物（Ⅲ





　ＳＫ １ 出土遺物（Ⅲ207・Ⅲ208）　　Ⅲ207・Ⅲ208は土師器皿で，Ⅲ207はＣ ３ 類，Ⅲ
208はＣ ５ 類。
　ＳＸ ３出土遺物（Ⅲ209～Ⅲ213）　　Ⅲ209・Ⅲ210は，口径9.5～10㎝の土師器皿Ｄ ５ 類。
Ⅲ211～Ⅲ213は口径 ８ ㎝前後の土師器皿で，Ⅲ211・Ⅲ212はＤ ５ 類，Ⅲ213はＤ ２ 類。
　ＳＸ 4出土遺物（Ⅲ214～Ⅲ216）　　Ⅲ214～Ⅲ216は灰白色を呈する土師器椀。口径は，
Ⅲ215が10.2㎝，Ⅲ216が10.5㎝。























































　本章は，第 １ 節・第 ２ 節・第 ３ 節⑴・⑷・第 ６ 節・第 ７ 節を千葉豊，第 ４ 節⑶・第 ５ 節
⑷を笹川尚紀，第 ３ 節⑵・⑶，第 ４ 節⑴・⑵，第 ５ 節⑴～⑶を長尾玲が分担執筆し，千葉
が全体を調整した。現地調査と整理作業は，千葉豊と笹川尚紀が担当し，長尾玲・磯谷敦
子・杢佐和子・上阪航・髙野紗奈江が測量や出土資料の実測・復元などをおこなった。
